まえがき 

仕事の 用で 旅に でる ことが 多い ので、 その 期間の 新 

聞 を 読み損う ことが 少 くない。 旅から 戻って きて、 た 

まった 古新聞 を 一々 見る 気持に もなら ない ので、 いろ 

いろの 重大 二 ュ— スを 知らずに 過して いる ことがある _ 

そんな 次第で、 ォ ー ル 読物の 編輯 部から きた 三ッの 

手記のう ち、 ニッの 出来事 はちょう ど 私が 旅行 中で、 

知らなかった ものである。 もっとも、 一 ッは ラジオの 

社会の 窓 だそう だが、 ラジオが 探訪す る 以上 は 直前に 

新聞記事 でも あ つ たはず だ。 



のよう な もの は 推察で きる かも 知れない が、 型の 分析 

に 終始す るの は、 やりがい がない 気がして、 なんとも、 

ゃリづ らい。 やる 気が 起らない ので ある。 すすんで 書 

く 気持が 起らない と、 毎日 ボン ャリ と、 ただむな しく 

X 切に 追われ、 責任感に 苦しむ だけで、 実に くだらな 

いこと、 おびただしい。 

要するに、 原料の 選定 を あやまつ たので ある。 もつ 

と 多くの ことが 分らなければ、 否、 多くな くと も、 そ 

の 人間の 本質的な ことが 一 ッ でも 閃いて いるので ない 

と、 私に とって は 手がかりがない ので ある。 本人 は自 

分の 知識 だけで 自分 を 語って いるの が 当然。 それ を 私 



犯罪に くらべれば、 こういう 紛争、 個人 団体 をと わず 

モン チヤ クの 言い分 をき く 方が、 今日的な 特殊性、 世 

相 や 感情の 偏向 を 私 流に 指摘したり 批判したり、 しゃ 

すいよう だ。 来月から は、 そういう もの を やる ことに 

します。 佐 藤 春 夫、 河 盛 好蔵両 先生の 大 合戦の 如き は 

(文学界 二三 月 号)、 期せず して 両 先生の 稀 有な 手記が 

机上に 並んだ ような もので、 これ だと この 時評に なり 

うるの だが、 両 先生の 名文が 長す ぎて、 のせ きれない 

し、 それ を 無断で 載せる と両 先生に 今度 は 私が 征伐 さ 

れ るし、 手記 を 載せなければ この 時評の 体裁が ととの 

わない という わけで、 人生 はま まならない。 この辺の 



シップの 類 は 取扱いません。 

第一 話 ォカマ 殺しの 少年の 話 佐 藤 幸 

三 (十六 歳) 

ぼく は あの 男 を 殺しました。 ひどい 奴です。 女 だ 

と、 すっかり ぼく を だました のです。 初めから、 

ちょ つ と 

一寸お かしい と は 思った けど、 ぼく も 上つ いて、 落 

ちついて、 確かめられなかった のが 悪かった。 

アバ ー トへ 連れ込まれてから も、 セビ 口が 吊って 

あったり、 どうも 康 子が 怪しかった のに、 一し よに 



フ トンの 中へ 入っても まだ 気がつかなかった ぼく も 

バ 力だった と 思います。 だから、 男 だと はっき リゎ 

かった 時 は、 カツと なって しまいました。 ナ メられ 

てた まる か、 ぼくから 千円 もとって いるので す。 

しかし、 はっきり 殺そうと は 考えて いなかつ たと 

思います。 便所へ 行く ふり をして、 廊下で ジャック 

ナイフ を 開いた 時 も、 た y 夢中でした。 いきなり、 

あいつ を突剌 すと、 ブス ッと手 ごた えがあって、 へ 

ん てこな 大声で わめいて 倒れた ので、 部屋に あった 

上衣 や ズボン を 抱えて、 窓から 逃げ出しました。 逃 

げ ながら ズボン を 間違えて いるのに 気がつきました。 



流の 童話に はなる よう だ。 

十六の 少年が 疎開 中に 遊んだ 村の 娘、 そのころ 二人 

は 十 未満で しょうが、 少年 は その 女の子が 忘れられず 

に、 村へ 訪ねて 行きます が、 その子の 家 はもうな いの 

で、 落胆して しまいます。 

この辺 は 「たけくらべ」 の 恋情 を、 ムッシュウ -ス 

ガンの 山羊の 素直 さに した 感じ。 まことに 至純な メル 

ヘンの 世界で ある。 少年の 落胆が 甚 しいので、 そんな 

に 思いつめて いるなら 結婚 させようと 母親 は 考える が、 

ォレ がま だ 結婚 しないの にと 二十の 兄が 反対し、 父親 

も 兄の 言葉に 同意見で ある。 十六と いう 年齢が 結婚に 



頷け ない ことで はない。 自殺に 行く のに 護身 用 は 妙な 

よう だが、 自殺 も 他殺 も 同じような もの、 諸事 アン タ 

ン として 気持が 悲愴で 荒々 しく 悲しい 時には、 自殺 も 

家出 も 道に 待ち伏せ ている かも 知れぬ オイ ハギ 山賊 妖 

怪 もみん な 一 しょくた で、 悲愴な 気持の 中には 不安 や 

苦痛な 悪い ことが みんな 含まれて いて 一 ッ だけ 分離 さ 

れ ている もので はない。 人間の 気持 はたと え 十六の 少 

年で も、 そう 単純で、 ハツ キリした もので はあり 得な 

ヽ o 

レ 

しかし、 自殺と いう こと を 一 応 言つ てお きながら、 

ナイフ を 自殺 用の 道具と 云いた てずに、 護身 用と 云つ 



に リア リス 的 (山際さん の 用語) である。 映画 は 現代 

に 於け る 最大 また 有能の 教育者な らん か。 

あいにく 私 は 巷談 師 らし くもなく ォカ マの 宿 を 訪問 

した 経験が な いのは 面目ない が、 上野 ジャングル を 深 

更 ちかい ころ 訪問して ォカ マの 群れに はよ そながら 拝 

接した。 概して 彼らの 特異性 は 視覚よりも 聴覚に くる 

ものが グロテスクで、 一 見して 男と 分らな くと も、 声 

をき くと ゾッと 水 を 浴びせられた 如く、 汚く 不潔な 感 

に 苦しめられる。 ォカ マの グロテスク なの は その 音声 

が 最大な もの だが、 この 少年が 女 を 男と 知る に 至る 経 

路、 観察の 角度が 又、 専一 に 視覚 的で、 部屋に 男の 上 



は 自然で、 これ をた だ 黙って へ ラ ヘラ 笑って おれば、 

その 方が 薄気味悪い 話さ。 しかし、 怒った から、 いき 

なり 剌す というの は 一 般の 人の よく 為しうる ことで は 

ない。 家出、 それに 自殺と いう 気分 も 若干つ きそって 

甚 しく 悲愴に 昂揚して いた 心事の 際で あっても、 いき 

な リ人を 刺す こと は 多くの 人の 為しが たいと ころで あ 

る。 

だまされ たと 知って ィ キナリ 武器 をと つ て 報復 を 志 

すの は 幼児の 時 はや やそうで あるが、 小学校 へ 行く ザ J 

ろと なれば 罪の 意識 も 芽生えて、 少数の ほか は ィキナ 

リ 武器 をと るよう な こと は 控える ようになる もの だ。 



いだろう。 私が この 少年に のぞむ こと は、 悪 を 憎む 心 

を 失わず、 早く 大人に なりた まえ、 という こと だ。 大 

人 は 化け物ば かりだよ。 君 も 化け物になる であろうが、 

大 化け物になる 素質 はない よう だ。 

第二 話 力 ゴヌケ した 娘の 話 山 口 公子 

(二十歳) 

ジミ— と 知り合つ たの は、 ホテルに 勤務して いる 

頃で、 二世 だと 自分で いっていました。 私に 対する 

好意 を 率直に 表わし、 親切に して くれました。 



遊ぶ といっても、 私 は ダンスな どで きません でし 

たから、 銀座 を 歩いた リ、 映画 を 見たり、 レス トラ 

ンへ 入ったり する くらいな ものでした。 

でも、 鎌 倉の 家に は、 毎晚 きちんと 帰りました。 

父 は 夜 は 八 時 を 門限と きめてい ました。 遅れない よ 

うに 注意して いました が、 ジミ— と 交際す るよう に 

なつてから は、 その 時間 をす ぎて 帰宅す る こと はし 

ば/ でありました。 その 度に、 父 は ひどく 叱ります _ 

不満でした。 ちょっと 映画 を 見ても、 鎌 倉まで 帰る 

と、 八 時 をす ぎる の は 当り前 なんです。 

家出した の は 九月、 その 夜 も ジミ— と 一 しょで し 



それつ きり、 家へ は 帰りませんでした。 一し よに 

暮 している うちに、 ジミ— は 一 一世の 貿易商 だと い つ 

てい ましたが、 本名 は 新 仏典 儀と ぃゝ、 広 島に 父母 

も ある ことが わかって きました。 でも、 ジミ ー はお 

金 を 沢山 もってい たし、 本当に 愉しい 日々 でした。 

なんでも 買え、 いつでも 映画が 見られ、 呼 リン 一 つ 

で 用の 足りる ホテル 生活 —— アメリカ 映画の 様で し 

たが、 一月 はじめ、 雅叙 園に 移って から、 ジミ ー も 

お金に 困る ようになりました。 

時計屋で、 お金 をつ くろうと 彼から 相談され たの 

は、 ホテルから 窆々 宿泊料 を B 促された あげくで し 



た。 その 話 を 聞く と、 うまく 行きそう な 気がした し、 

やはりお 金が 欲しかった。 これまでの ような 生活が 

捨て きれない 気持が 強く 働いて いたの だと 思います。 

ジミ— にい、 つけられた とおり、 二十 三日 ヤシ マ 

ホテルで 都 商会の 人に 会い、 六十 六 万円 を うけとり、 

ホテル を 脱け 出した とき は、 わく/^ していました。 

待って いた ジミ— にあう と 「新しい 服で も 買って、 

太陽 ホテルで しばらく 様子 を 見て いろ」 といわれ、 

そのと おりに しました。 ホテルで はお 金 を かくし、 

一日 部屋に とじこもって いました が、 不安でした。 

心細くて、 早く ジミ— に 会いたかった。 けれど、 来 



たの は 彼で はなく 警察の 人でした。 警察で はは じめ 

は 虚勢 を 張って、 強い こと をい、 ましたが、 落ちつ 

いてみ ると、 悪い こと をした とし みん \ 思います。 

どんなに 叱られても、 やはり 家へ 帰りたい、 これ か 

らは まじめに なって、 英語の 家庭教師で もしたい と 

思って います。 ジミ— と は、 もう 別れられな いので 

はない かとい う 気 もす るんで すが …… 

無智な 親が 気付かずに 娘の 家出のお 手伝い をして い 

た 話で ある。 東京に 働いて いる 娘が 毎日 八 時までに 鎌 

倉に 帰らねば ならぬ と は、 ムリな 話 だ。 それほど 心配 



さなければ 幸いで ある。 もっとも、 それ を 繰り返して 

悔いがないなら、 それ も 結構。 不和の 良人との 堪えが 

たい 生活 を 忍び、 ほかに 行き場 も 経験 もない のでた だ 

涙に くれてい るよう な 夫人に くらべれば、 当然 この 娘 

の 生涯の 方が 悔いな きもの だし、 そういう 計算 を すれ 

ば、 各人各様 いろいろの 答え を 出すべき 性質の もので 

あろう。 踏み切った 時が 運命の 岐れ目 かも 知れない。 

素質が あっても、 必ずそう なるとい う もので はないだ 

ろう。 しかし、 この 娘の 場合に 於ても、 智 脳の 低い の 

が、 運命 を ひらき、 智能 相応の 素質 だけ 呼び さまして 

いるよう だ。 とにかく 悧 口になる こと は 大事な こと だ _ 



誰でも 一 応 その 人間の 限界まで は 俐 口になる 素質が あ 

るの だから。 

第三 話 税務署 員に 殴られた 婦人の 話 

竹 内す ゑ (四十 四 歳) 

私 は 東京の 新 宿 区に 住み、 十八 を 頭に 四 人の子 供 

きょうじ や 

が あり、 主人 は 経師屋です。 

ところで、 税金で 頭を痛め るの は 何処 様で も 同じ 

ことで しょうが、 税金で はほんと に 身 を 切られる よ 

うな 想い を 致します。 昭和 二十 四 年度の 所得 額 は 六 



万円と 申告して、 その 一期 分と 二期 分、 おの/ \ 千 

三百 八十 九 円 を 納めました。 税務署の 方で は それ を 

十八 万円と 更正 決定して 来ました が、 実収 入 はとて 

も そんなに ありま せんので、 異議 申請 をし ました。 

すると、 その 決定 はや はり 十五 万円 余りで、 税金の 

滞納 額 二 万 七 千円に 対して、 去年の 九月 初めに、 火 

鉢、 茶ぶ 台、 衝立の 三 点 を 差 押えられて しまい まし 

た。 

それから 一月ば かり 経った 十月の 十三 日、 丁度 主 

人の 留守中に、 四 谷 税務署の 二十 二三の 若い 方が、 

人夫 三 名と トラックで 差 押えの 引上げに 見えました。 



底本： 「坂 口 安吾 全集 u」 筑摩 書房 

1998 (平成^) 年に 月^日 初版 第 ー 刷 発行 

底本の 親 本 ： 「ォ— ル 読物 第 六 巻 第 四 号」 

1951 (昭和^) 年 4 月 ー 日 発行 

初出 ： 「ォ— ル 読物 第 六 卷第四 号」 

1951 (昭和^) 年 4 月 ー 日 発行 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 .. 

校正 " 深 津辰男 • 美智子 

2 009 年 S 月 8 日作戎 



青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



